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今月のお知らせ 

 

第 3 0 3 号 

令 和 元 年 5 月 1 日 
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所長に復帰して 3ヶ月が経ちました。 

 

今日は 4月 25日です。経験したことのない 10連休のため、事務の偏り

を避けることもあり早めの原稿作りになりました。 

 

税務の世界の情報キャッチアップを数年手を抜いていたため、新しい税法

が制定されたときに、その税法をどのように利用するか、どのような影響が

あるかを考える前に、この税法が何を意図しているかを考えないとなりませ

ん。 

反応が鈍いのです。 

そこで業界紙の「税務通信」とか「税理士新聞」など、How to情報を読

んで反射神経を磨いているところです。 

日々の積み重ねを怠るとそれを回復するにはかなりの時間がかかること

を経験しているところです。それでも、これほど丁寧に業界紙を読んだ経験

今年もクールビズの時期にな

りました。 

当事務所では 

5 月から 10 月までとさせ

ていただきます。 

 

2日（木） 

 

 

 

確定申告業務終了に伴う臨時休業

にさせていただきます。 
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はなく、「なるほど」という記事を目にすることがあります。 

 

所長になって 3ヶ月が経過しようとしています。 

先月号に「現場に戻って一番感じたことは、事務所に明るさ、笑い、活気

が欠けていることです」と書きました。自己評価ですが、全体に明るさが出

てきたと思っています。 

まだ気になるところは「おはようございます」「行ってきます」「ただいま

帰りました」などの基本的な挨拶でも、声が出ているスタッフが大多数とい

うところまでには至っていないことです。 

この点が次の改善目標です。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

経験したことのない 10 連休をどのように乗り切るか。業務日数は少な

くなり、残業時間規制が強くなる中、業務品質を落とすことなくどのように

乗り切るかが、どの会社でも問題となっていると思います。 

当事務所での対応は、「月の後半に仕事の進捗状況の棚卸を実施する」こ

とです。どこに仕事の詰まり、滞りがあるかを知り、早く対処することです。

川の流れと同じように、仕事の流れをスムーズにすることが大事と考えてい

ます。 

今月もよろしくお願いします。 

以上 

 


